
栃木県立美術館

アートクルーズ事業による来館機会の提供

「美術鑑賞バスを使ってみませんか」

【連携の特徴（経緯）】

栃木県立美術館では、学校との連携事業として、美術鑑賞無料バス貸出し「県美ア

ートクルーズ」事業を行っている。

学習指導要領等において学校の図工・美術の時間における鑑賞の重要性がうたわ

れ、一部の学校では美術館の活用が行われるようになってきている。その一方、交通

手段を確保できないために利用が困難な学校も存在している。

そのような中、栃木県立美術館は、少しでも交通手段確保の問題を解消して、多く

の児童生徒たちに美術作品を体感し、また、現場の教職員にも鑑賞活動のより有効な

指導法を模索してもらうことを目的に、平成２０年度から県公用バスを無料で貸出す

事業を展開している。平成２０年度は、小学校５校、中学校２校、高等学校６校、計

６００名を超える児童・生徒、教職員が来館し、美術品と出会う体験をしている。

県美術館年４回の企画展の時期に合わせ、実施している。

【学校との連携事業の実際】

栃木県立美術館では、「県美アートクルーズ」事業以外にも、学校との連携をすす

めるための取組として、以下のことを実施している。

①「教師のための土曜講座

-美術鑑賞指導のい・ろ・

はVI-」

教員対象の研修会を年４

回実施した。主に対話を中

心とした鑑賞のしかた、美

術館の利用のしかた、美術

に関する疑問等について実

習・意見交換を行ったり、

鑑賞の事前学習用ツールを

体験し、「鑑賞の時間」の

流れや組み立て方について考えたりする活動を行っている。

この事業は、栃木県総合教育センターとの連携事業であり、「総合教育センター土

曜開放講座」のプログラムとして提供されている。



【成果と課題】

○アートクルーズ事業により、距離的に利用の困難な学校に対して、広域的に美術作

品に触れることができる機会の拡大につながっている。

○研修会は、教師が、子どもをたちを「アートクルーズ」で美術館に連れてくる際の

良い事前学習となっているとともに、教師自身の作品を見るを養うことができる。

○今後は、各事業や企画などの学校への広報・周知の在り方が課題となっている。
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「あーとネット・とちぎ」の取組

「あーとネット・とちぎ」は、平成17年８月、栃木のアートシーンを活性化する

ため、県内の美術関係者によって設立された。学芸員等美術館関係者、小・中・高そ

の他学校関係者、大学生・院生・大学教授等を含む大学関係者を中心に組織され、そ

れぞれ立場が違う人同士が美術鑑賞教育という接点で連携することを目的としてい

る。それぞれが独自に活動でき、情報交換の場が提供でき、協働できることが目標に

なっている。美術鑑賞教育の情報交換の場、研究の場というだけではなく、美術作品

の鑑賞をこどもたちと一緒に楽しむことを目指している。「あーとネット・とちぎ」

では、美術関連イベントや美術鑑賞教育に関する実践例、連携・協力例等の情報交換

・収集を行っている。

「あーとネット・とちぎ」では、平成１８年度より月１回のペースで、有志が定期

的に研究会を開催している。平成１８年度に、〈ワークシート研究会〉が全８回にわ

たって開催され、平成１９年度には、全12回の〈鑑賞ツール研究会〉が開催されて

いる。そして、平成２０年度に〈体験ツール研究会〉の全10回が終了したところで

一区切りとし、それまでの課題と研究は、毎月１回を目途に開催される定例会に引き

継がれている。平成２１年度以降は、定例会において、引き続き「美術鑑賞」につい

てのさまざまな問題や新たな鑑賞ツールの作成、さらには、平圧式版画用プレス機の

製作などをテーマに、話合いを行っている。


